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山田 晃氏所蔵

こ
の
図
は
、
寛
政
六
年
七
月
、
河
原
崎
座

上
演
の
﹁
二
本
松
陸み
ち

奥の
く

生
長

そ

だ

ち

﹂
の
市
川
男
女

蔵
役
富
田
兵
太
郎
を
描
い
た
作
で
、
父
親
の

介
太
夫
が
川
島
治
部
五
郎
に
殺
害
さ
れ
る
場

に
駆
け
つ
け
、
闇
夜
に
提
灯
を
治
部
五
郎
に

差
し
付
け
、
刀
に
手
を
か
け
て
い
る
姿
は
、

二
世
大
谷
鬼
次
の
治
部
五
郎
と
対
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
暗
夜
を
行
く
不
安
定
な
気
分
が
、

そ
の
足
の
運
び
に
如
実
に
示
さ
れ
、
こ
の
役

柄
の
表
情
が
完
全
に
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
一

見
平
凡
に
見
え
て
い
て
、
写
楽
の
神
経
の
細

か
い
観
察
力
の
非
凡
な
手
腕
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
。

着
物
の
薄
紫
に
、
袴
の
濃
い
草
色
が
、
背

色
の
鼠
地
と
落
ち
着
い
た
配
色
を
見
せ
て
い

る
。落

款
は
﹁
東
洲
斎
写
楽
﹂
で
あ
っ
て
、
同

じ
細
版
で
も
後
の
単
に
﹁
写
楽
画
﹂
と
あ
る

も
の
と
は
格
段
の
出
来
栄
え
で
あ
る
。

(
解
説

吉
田
暎
二
氏

抜
粋
)

市
川
男
女
蔵
の

富
田
兵
太
郎

東
洲
斉
写
楽

平
成

年
�
月
号
か
ら
、
当
広
報
誌
の

20

表
紙
を
飾
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
浮
世
絵

︵
東
洲
斎
写
楽
、
複
製
版
、
当
会
亀
戸
第
�

支
部
の
山
田
晃
氏
︵
日
昭
ク
イ
ン
ズ
㈱
会

長
︶
所
蔵
︶
が
、
今
月
号
を
も
ち
ま
し
て

掲
載
が
終
了
し
ま
す
。
山
田
氏
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

代
わ
っ
て
�
月
号
か
ら
は
、
葛
飾
北
斎

の
浮
世
絵
が
表
紙
を
飾
り
ま
す
。
こ
の

﹁
北
斎
﹂
は
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
所
蔵
の

も
の
で
、
同
美
術
館
の
ご
好
意
に
よ
り
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�
月
号
を
お
楽
し
み
に
。
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源
泉
部
会
の
研
修
会
が
去
る
�

月

日
㈮
法
人
会
館
に
於
い
て
、

17
部
会
員

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

18

た
。江

東
東
税
務
署
法
人
課
税
第
�

部
門
の
能
登
国
税
調
査
官
を
講
師

に
迎
え
、
①
﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
概
要
と
税
務
に
つ
い
て
﹂
②

﹁
平
成

年
度
税
制
改
正
に
よ
る

28

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
改
正
事

項
﹂
③
﹁
平
成

年
度
税
制
改
正

29

︵
案
︶
の
ポ
イ
ン
ト
﹂
④
﹁
源
泉
所

得
税
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
︵
平
成

年
�
月
︶﹂
に
つ
い
て
説
明
を

28受
け
た
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

趣
旨
や
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

の
主
な
変
更
点
、
個
人
番
号
の
提

﹃
税
務
手
続
等
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
最
新
情
報
﹄

源
泉
部
会
�
月
研
修
会

供
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
の
対
応

等
に
つ
い
て
。
②
平
成

年
�
月

28

�
日
以
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
不
要
と
な
っ
た
書
類
の
例
、
扶

養
控
除
等
申
告
書
等
へ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
記
載
の
特
例
の
概
要
等
に

つ
い
て
。
③
配
偶
者
控
除
・
配
偶

者
特
別
控
除
の
見
直
し
等
に
つ
い

て
。
④
通
勤
手
当
の
非
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
等
に
つ
い
て
学
ん

だ
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
理
解

を
深
め
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ

た
。

講師の能登調査官

熱心に聞き入る参加者

国税の申告と納税はe-Taxで。

女
木
塚
句
碑
と
俳
聖
芭
蕉

大
島
五
丁
目

●
女お
な

木ぎ

塚づ
か

芭
蕉
句
碑

女
木
塚

秋
に
添
て

行
ば
や
末
は
小
松
川

芭
蕉

碑
の
裏
に
、
其
中
庵
社
中
造
立

と
あ
る
が
年
代
不
詳
。
こ
の
句
は

元
禄
五
年
︵
一
六
九
二
︶
、
芭
蕉

歳
50

の
と
き
、
小
名
木
川
に
舟
を
浮
か

べ
て
桐
奚
宅
に
遊
ん
だ
句
会
の
句

で
あ
る
。
後
年
、
其
中
庵
の
俳
人

た
ち
が
芭
蕉
を
偲
ん
で
こ
の
碑
を

建
立
し
た
。
当
時
、
大
島
五
丁
目

の
愛
宕
神
社
に
あ
っ
た
が
、
現
在

小
名
木
川
丸
八
橋
際
の
大
島
稲
荷

神
社
︵
慶
安
年
間
創
立
、
太
郎
稲

荷
合
�
︶
の
社
頭
に
移
さ
れ
る
。

芭
蕉
の
句
碑
に
出
会
っ
た
つ
い

で
に
、
芭
蕉
の
足
跡
を
た
ず
ね
て

み
る
。

●
俳
聖
松
尾
芭
蕉

芭
蕉
は
有
名
な
人
で
あ
り
な
が

ら
明
確
な
伝
記
に
乏
し
い
。
正
保

元
年
︵
一
六
四
四
︶
今
の
三
重
県
伊
賀

町
柘
植
に
生
れ
た
。
父
は
郷
士
で

自
ら
農
作
を
し
て
生
活
せ
ね
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
家
計
は
豊
か
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
次
男
が
芭
蕉
。
名

を
甚
七
郎
と
い
っ
た
。

歳
の
と
き
藤
堂
家
の
城
代
に

12
仕
か
え
、
文
学
趣
味
の
主
人
の
感

化
に
よ
っ
て
文
学
に
親
し
む
よ
う

に
な
っ
た
。
芭
蕉

歳
の
と
き
主

23

人
が
病
死
し
た
の
で
浮
世
の
無
常

を
感
じ
て
主
家
を
去
っ
た
。
国
を

で
て
京
都
に
学
び
北
村
季
吟
︵
主

人
の
宗
匠
︶
に
師
事
、
�
年
の
修

行
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な

お
そ
の
間
に
漢
学
、
漢
詩
、
書
道

を
学
び
、
一
時
郷
里
に
帰
り

歳
29

に
し
て
は
じ
め
て
江
戸
へ
で
た
。

当
時
西
山
宗
匠
の
談
林
派
俳
諧

の
最
盛
時
で
あ
っ
た
た
め
俳
諧
宗

匠
と
し
て
門
戸
を
張
る
こ
と
が
で

き
ず
、
衣
食
の
生
計
に
は
非
常
に

わがまち
城東
その19

連載

苦
し
み
、
い
ろ
い
ろ
の
職
を
求
め
、

あ
る
と
き
は
小
石
川
関
口
の
水
道

工
事
の
役
人
に
雇
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

歳
の
と
き

歳
の
其

31

14

角
が
入
門
し
、
そ
れ
以
来
弟
子
も

追
い
追
い
増
え
て
俳
諧
で
生
活
す

る
見
込
み
も
た
っ
て
き
た
。

芭
蕉
は
弟
子
杉
山
杉
風
の
持
家
、

深
川
六
間
堀
の
芭
蕉
庵
に
住
み
、

深
川
臨
川
寺
の
仏
頂
阿
南
禅
師
に

参
禅
し
た
り
、
苦
心
を
か
さ
ね
て

つ
い
に
調
子
の
高
い
枯
淡
幽
玄
の

芭
蕉
風
の
俳
諧
道
を
樹
立
し
た
。

元
禄
︵
一
六
八
八
︶
の
こ
ろ
俳

聖
芭
蕉
が
﹁
古
池
や
蛙
と
び
こ
む

水
の
音
﹂﹁
名
月
や
池
を
め
ぐ
り

て
夜
も
す
が
ら
﹂
の
名
句
を
生
ん

だ
芭
蕉
庵
に
は
、
芭
蕉
︵
は
せ
を
︶

が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
門

人
や
世
人
が
芭
蕉
の
あ
る
庵
の
主

と
し
て
俳
号
桃
青
の
ほ
か
に
芭
蕉

翁
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
、
の
ち
に

は
自
ら
も
﹁
は
せ
を
﹂︵
芭
蕉
︶
と

著
名
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

芭
蕉
は
元
禄
七
年
︵
一
六
九
四
︶

十
月
十
二
日
大
阪
の
旅
宿
で
﹁
旅

に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
め
ぐ

る
﹂
を
最
後
に

歳
で
、
そ
の
生

51

涯
を
閉
じ
た
。
滋
賀
県
大
津
市
の

義
仲
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
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▲女木塚句碑と芭蕉像
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▼
俳
句
で
花
と

い
え
ば
桜
の
花

の
こ
と
を
い
う

そ
う
な
。
そ
の

花
の
盛
り
は
短

く
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
新
緑
の

さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
っ
た
。

▼
桜
の
花
は
咲
い
て
、
散
る
。
梅

は
？
そ
う
そ
う
、
ほ
こ
ろ
び
や
が

て
こ
ぼ
れ
る
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
て

み
る
と
⁝
椿
は
開
い
て
そ
し
て
ぽ

と
り
と
落
ち
る
。
そ
の
様
子
が
、

首
が
落
ち
る
よ
う
で
侍
に
は
嫌
わ

れ
て
い
た
と
い
う
俗
説
も
あ
る
。

牡
丹
に
い
た
っ
て
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ

ま
ち
の
美
化
に
是
非
、
ご
協
力
を
�

第

回
﹁
ま
ち
を
き
れ
い
に
﹂
の
実
施
ご
案
内

38実
施
日
時

月

日
㈯

5

20

午
前
�
時

分
～
同

時

分

30

11

30

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

清
掃
場
所

砂
町
地
区

交
差
点
﹁
亀
高
橋
﹂
を
中
心
に
丸
八
通
り
、

清
洲
橋
通
り
、
葛
西
橋
通
り
、
明
治
通
り

集
合
場
所

松
本
寝
具
㈱
︵
江
東
区
南
砂
�
-

-

︶

15

11

服

装

汚
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
服
装
で

ご
参
加
下
さ
い
。

︵
法
人
会
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
軍
手
等
貸
与
︶

お
問
合
せ

江
東
東
法
人
会
事
務
局
ま
で

電
話

�
�

�
�
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

崩
れ
る
と
い
う
そ
う
だ
。

▼
以
前
、
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で
﹁
時

雨
、
夕
立
、
小
糠
雨

雨
の
名
前

だ
け
で
い
く
つ
も
あ
る
国
﹂
そ
ん

な
フ
レ
ー
ズ
が
流
れ
て
い
た
。

言
葉
の
選
択
で
、
そ
の
風
情
が

漂
う
言
語
は
日
本
語
を
置
い
て
他

に
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

▼
然
る
に
せ
っ
か
く
の
情
感
豊
か

な
日
本
語
が
、
風
前
の
と
も
し
火

の
よ
う
な
気
が
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
、
略
し
て
書
く
こ
と
が
流
行
っ

て
い
る
ら
し
い
。
例
え
ば
了
解
を

﹁
り
ょ
﹂﹁
り
﹂
と
か
。
も
は
や
意

味
す
ら
わ
か
ら
な
い
。

(和
)

当
会
主
催
の
経
営
研
修
会
が
、

去
る
�
月

日
㈮
法
人
会
館
に
於

17

い
て
、
講
師
に
㈱
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
ポ
ー
ト
の
北
村
真
澄
氏
を
迎
え

﹃
ク
レ
ー
ム
対
応
術
～
困
っ
た
と

き
に
、
困
ら
な
い
た
め
に
～
﹄
と

題
し
て
行
わ
れ
た
。

北
村
氏
は
、
ま
ず
、
ク
レ
ー
ム

の
初
期
対
応
は
、
親
身
で
真
摯
な

姿
勢
作
り
が
大
切
で
、
日
頃
か
ら

効
果
的
な
第
一
印
象
作
り
が
重
要

と
話
さ
れ
た
。

次
に
、﹁
ク
レ
ー
ム
﹂
の
対
応
い

か
ん
に
よ
っ
て
は
、
企
業
の
イ
メ

ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
も
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
も
繋
が
る
の
で
、
次
の
点
が

重
要
と
説
明
さ
れ
た
。

①
自
社
の
信
頼
度
を
高
め
、
お

客
様
が
納
得
す
る
適
切
な
応
対
方

法
を
習
得
す
る
こ
と
。

②
ク
レ
ー
ム
事
例
の
研
究
を
行

い
、
実
践
的
な
対
応
力
を
身
に
着

け
る
こ
と
。

参
加
者

名
は
、﹁
な
る
ほ

30

ど
！
﹂
と
頷
く
こ
と
も
多
く
、
大

変
勉
強
と
な
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

税
務
研
究
部
会
、
青
年
部
会
、

女
性
部
会
の
通
常
総
会
が
法
人
会

館
等
で
�
月
に
行
わ
れ
、
各
部
会

と
も
平
成

年
度
状
事
業
及
び
決

28

算
報
告
な
ど
の
諸
議
案
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
�
部
会

そ
れ
ぞ
れ
役
員
改
選
を
行
い
次
の

方
々
が
部
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

◎
税
務
研
究
部
会
︵
�

月

日
︶

17

部
会
長

水
谷

彬
氏
︵
再
選
︶

◎
青
年
部
会
︵
�

月

日
︶

19

部
会
長

三
輪
武
人
氏
︵
再
選
︶

◎
女
性
部
会
︵
�

月

日
︶

21

部
会
長

佐
藤
幸
子
氏
︵
再
選
︶

ク
レ
ー
ム
対
応
術
研
修

経
営
研
修
会

当会の参加者

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

鹿
児
島
大
会

�
部
会
の

通
常
総
会
開
催

第

回
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

12

鹿
児
島
大
会
が
�
月
�
日
㈮
、
城

山
観
光
ホ
テ
ル
で
全
国
各
法
人
会

の
女
性
部
会
員
約
	


�
�
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
も

佐
藤
部
会
長
を
は
じ
め
�
名
の
部

会
員
が
参
加
し
た
。

大
会
は
﹃
輝
け
女
性
！
そ
の
風

は
南
か
ら
﹄
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
全
国
各
地
の
女
性
部
会
が

統
一
的
に
展
開
し
て
い
る
﹁
税
の

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
に
つ
い

て
、
顕
著
な
成
果
を
お
さ
め
て
い

る
女
性
部
会
か
ら
の
事
例
発
表
、

さ
ら
に
は
同
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ

て
の
税
の
仕
組
み
や
大
切
さ
を
伝

え
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
、
今

後
、
更
に
充
実
を
期
す
趣
旨
の
大

会
宣
言
を
行
っ
た
後
、
㈱
国
際
協

力
銀
行
の
林
信
光
氏
に
よ
る
﹁
明

日
の
社
会
と
税
金
を
語
る
﹂
と
題

す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
一
同
は
、
翌
日
の
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
鹿

児
島
の
文
化
と
歴
史
を
学
び
実
り

多
い
大
会
と
な
っ
た
。
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�
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チ
ー
ズ
﹂
も
お
勧
め
。
常
連
さ
ん

に
人
気
の
﹁
わ
さ
び
お
に
ぎ
り
巻
﹂

は
、
鼻
に
ツ
ー
ン
と
こ
な
い
食
べ

方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
是
非
試

し
て
み
た
い
。

茶
夢
亭
さ
ん
は
、
創
作
料
理
や

季
節
限
定
の
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
、

普
通
の
居
酒
屋
さ
ん
で
は
味
わ
え

な
い
独
創
性
に
J
れ
る
絶
品
に
出

会
え
る
。
オ
シ
ャ
レ
に
過
ご
し
た

い
方
に
も
、
ガ
ッ
ツ
リ
食
べ
た
い

方
に
も
喜
ば
れ
る
お
店
だ
。

名
ま
で
貸
切
可
能
で
、
コ
ー

32
ス
も
�
�
�
�
円
か
ら
あ
る
。

お
勧
め
は
、﹁
和
牛
ス
テ
ー
キ
﹂

や
﹁
燻
製
盛
り
合
わ
せ
﹂、﹁
牛
た

ん
ネ
ギ
ど
っ
さ
り
焼
き
﹂
な
ど
。

ス
テ
ー
キ
は
シ
ェ
フ
が
納
得
し
た

Ａ
�
ラ
ン
ク
の
も
の
だ
け
を
仕
入

れ
る
の
で
、
そ
の
日
に
よ
っ
て
肉

の
部
位
が
変
わ
る
。

そ
の
他
﹁
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー

ズ
ガ
ー
リ
ッ
ク
焼
き
﹂、﹁
ば
く
だ

ん
コ
ロ
ッ
ケ
﹂﹁
明
太
春
巻
﹂、
秋

田
か
ら
お
取
り
寄
せ
の
い
ぶ
り
が

っ
こ
に
チ
ー
ズ
を
乗
せ
た
﹁
大
根
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

連 載

お
店
の
創
業
は
昭
和

年
で

61

元
々
、
同
社
の
事
務
所
が
あ
っ
た

所
で
喫
茶
店
を
始
め
、
後
に
居
酒

屋
に
な
り
、

年
前
に
現
在
の
シ

13

ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
お
店
に
な
っ
た
。

照
明
や
イ
ン
テ
リ
ア
、
食
器
・
小

物
な
ど
も
凝
っ
て
い
て
居
心
地
が

い
い
。

�
階
は
テ
ー
ブ
ル
席

席
と
カ

20

ウ
ン
タ
ー
�
席
。
�
階
は
掘
り
ご

た
つ
席

席
と
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ

20

る
。
�
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
カ
ッ

プ
ル
シ
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
、
デ

ー
ト
に
も
ぴ
っ
た
り
だ
。
カ
ッ
プ

ル
シ
ー
ト
は
�
組
分
と
少
な
い
の

で
早
め
の
予
約
が
安
心
だ
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
小
鉢
や
お
刺
身

な
ど
日
本
酒
に
合
う
料
理
も
あ
る

が
、
肉
の
万
世
の
元
チ
ー
フ
が
シ

ェ
フ
を
任
さ
れ
て
い
る
た
め
肉
料

理
が
充
実
し
て
い
る
。

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店

⑱

砂
町
ダ
イ
ニ
ン
グ

﹁
茶
夢
亭
﹂

南
砂
第
�
支
部
長
ご
推
薦

推薦の石原支部長

南
砂
第
�
支
部
・
石
原
支
部
長

が
推
薦
す
る
砂
町
ダ
イ
ニ
ン
グ

﹁
茶
夢
亭
﹂︵
ち
ゃ
む
て
い
︶
さ
ん

に
訪
問
し
た
。

お
店
は
、
東
西
線
﹃
南
砂
町
﹄

駅
�
番
出
口
か
ら
徒
歩
�
分
、
ト

ピ
レ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
入
口
手
前
、
黒

笹
が
シ
ン
ボ
ル
の
一
軒
家
だ
。

オ
ー
ナ
ー
は
高
橋
淳
子
さ
ん
。

南
砂
�
丁
目
に
あ
る
高
橋
建
設
株

式
会
社
の
副
会
長
で
も
あ
る
。

住

所
：
南
砂
�
-
�
-
�

電

話
：
�
�
�
�
-

�
�
�

時

間
：

時
～
翌
�
時

分

17

30

料
理
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

時

分

23

30

ド
リ
ン
ク
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

翌
�
時

定
休
日
：
月
曜
日

黒笹が目印の外観

�階の掘りごたつ席

牛たんネギどっさり焼き

920円

ランイチ（希少部位）

ステーキ

120 g 2,160円

石川シェフと高橋オーナー

�人でじっくり話すなら

カップルシート

花火付

ばくだんコロッケ 670円
わさびおにぎり巻

390円（写真�人前)

カマンベールチーズ

ガーリック焼き 850円
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スマートフォン等でe-Taxがご利用いただけます。
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�

月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

自
動
車
税
は
、
毎
年
�
月
�
日

現
在
、
自
動
車
検
査
証
︵
車
検
証
︶

に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
︵
割

賦
販
売
の
場
合
は
使
用
者
︶
の
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
度
の
自
動
車
税
納
税

29

通
知
書
は
、
�
月
�
日
㈪
に
発
送

し
ま
す
。
�
月

日
㈬
ま
で
に
お

31

納
め
く
だ
さ
い
。

東
京
都
の
自
動
車
税
は
、
金
融

機
関
や
郵
便
局
等
の
窓
口
を
は
じ

め
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︵
モ
バ
イ

ル
︶
バ
ン
キ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
東
京
都
主
税
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（

h
ttp

:
/
/
w

w
w

.

を
ご
覧

ta
x
.m

e
tro

.to
k
y
o
.jp

/
）

く
だ
さ
い
。
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﹁
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
が
つ
な
が
り
ま
し
た
﹂

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
政
府

が
中
心
と
な
り
運
営
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
子
育
て
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
で
き
た
り
、
行
政
か
ら
の
お
知

ら
せ
が
自
動
的
に
届
き
ま
す
。

国
税
庁
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
の
﹁
も
っ
と
つ
な
が
る
﹂
の
機

能
を
利
用
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
と
ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
を
つ
な
げ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
入
力
し
て
い
た
ｅ
-
Ｔ

ａ
ｘ
用
の
利
用
者
識
別
番
号
と
暗

証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
な
く

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の
情
報
を
確
認

で
き
る
ほ
か
、
納
税
証
明
書
、
源

泉
所
得
税
、
法
定
調
書
な
ど
に
関

す
る
手
続
き
が
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
利
用
に
当
っ
て
は
、
ｅ
-

Ｔ
ａ
ｘ
用
の
利
用
者
識
別
番
号
と

暗
証
番
号
を
入
力
す
る
初
期
設
定

が
必
要
で
す
。
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◀行 事 予 定▶
�月

10日㈬ 新設法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

11日㈭ 亀戸第�支部研修会 午前10時30分 亀戸東地区集会所

16日㈫ 亀戸第�支部研修会 午 後 	 時 亀戸北地区集会所

無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

20日㈯ 第38回 社会貢献活動「まちをきれいに」 午前�時30分 砂 町 地 区

23日㈫ 北砂第�支部研修会 午 後 	 時 北砂二丁目集会所

25日㈭ 北砂第�・第�・第�合同支部研修会 午 後 	 時 砂町文化センター

26日㈮ 源泉部会第43回通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

	月

�日㈬ 第	回 通常総会 午 後 � 時 アンフェリシオン

�日㈭ 決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

�日㈮ 東砂第�支部研修会 午 後 	 時 東砂一、二丁目

町 会 会 館

13日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

16日㈮ 源泉部会 研修会

内容 「源泉所得税の基礎」

講師 江東東税務署担当官

午 後 � 時 法 人 会 館

19日㈪ 南砂第�・第�、新砂支部研修会 午前10時30分 南砂西地区集会所

�月

�日㈪ 決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

11日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

27日㈭ 理事会・部会合同役員会 午 後 � 時 亀 戸 天 神 社

◎委員会は省略してあります。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。 ☎03-3684-2303

発
行
・
公
益
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会

江
東
区
亀
戸
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発
行
人

松
本
光
史

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱
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P-B10031

管内法人数 4,403社 法人会員数 1,684社 加入率 38.25％（平成29年�月31日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／


